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1. 平成26年3月期第3四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 6,100 △7.2 58 △66.6 63 △62.9 6 △91.2
25年3月期第3四半期 6,572 △4.2 175 24.3 169 39.5 77 64.3

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 0.83 ―
25年3月期第3四半期 9.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 5,814 2,323 40.0
25年3月期 6,253 2,354 37.6
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 2,323百万円 25年3月期 2,354百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 3.00 3.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 △1.3 160 0.3 150 △13.6 50 △25.7 6.07



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧下さい。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 8,272,500 株 25年3月期 8,272,500 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 37,185 株 25年3月期 35,890 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 8,236,212 株 25年3月期3Q 8,237,123 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく 
四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その 
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及 
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する 
説明」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策等により、円高修正・株価上昇を背景に底堅く推

移し、製造業を中心に着実に景況感が改善した他、消費税率引き上げ前の駆け込み需要が見えはじめるなど、景気

回復に広がりが出てきました。  

このような状況下で当社は、教室では、教室環境を整えて「快適で安全・安心」などの顧客サービス向上を図る

ため、福岡市中央区のカルチャーセンター、京都市西京区、伏見区の音楽教室をそれぞれ移転リニューアルいたし

ました。また、第３四半期において川崎市川崎区、鹿児島県鹿児島市、三重県桑名市の３カ所にカルチャーセンタ

ーを新設し、教室事業の拡大に重点を置いた事業構造への転換を進めてまいりました。音楽教室では、「大人のた

めの音楽教室」の新規会員募集を重点業務として取組むとともに、発表会や会員コンサート等の顧客参加型イベン

トを積極的に開催することで、既存教室の会員定着化に努めました。 

店舗では、未だ厳しい市況が継続する中、前期末に全面リニューアルを行った京都市中京区の三条本店を中心

に、新たな需要を創造するための店舗内イベントや各楽器毎のフェア、セール等を積極的に開催いたしました。ま

た、前期に更新した楽器の在庫管理システムを最大限に活用し、顧客ニーズの変化に対応した品揃えや、顧客の目

線に沿った店づくり、売場づくりなどを推進してまいりました。 

売上高の状況は、カルチャーセンターの教室収入が、新店効果やホームページのリニューアルによる顧客の利便

性向上に努めた結果、健康関連講座や京都特別講座などを中心に会員募集が堅調に推移いたしました。一方、音楽

教室の収入では、前期末に開設した「大人のための音楽教室」の新店効果により大人会員は増加しましたが、子供

会員が減少しました。商品売上高は、第３四半期以降はピアノ、管弦楽器、ギター関連などが持ち直したものの、

電子オルガンは苦戦が続き、また、ＡＶソフトは、市場の縮小が加速した上に、前期に閉鎖した２店舗の影響もあ

り厳しい状況が続きました。 

利益の状況は、売上高総利益率の改善や販売経費等の効率化を進めましたが、売上高の減収に伴う売上総利益の

減少を補うに至らず、また、新規出店の初期投資に伴う一時費用や前期末の設備投資に伴う償却費が増加したこと

から営業利益、経常利益、四半期純利益はそれぞれ減益となりました。 

この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高61億円（前年同期比7.2％減）、営業利益58百万円（同

66.6％減）、経常利益63百万円（同62.9％減）、四半期純利益６百万円（同91.2％減）となりました。 

セグメント別の売上高の状況は、次のとおりであります。 

（店舗事業部） 

売上高は、前年同期に比べ３億75百万円（13.6％）減少し、23億76百万円となりました。楽器は、管弦楽器、ア

コースティックギターは堅調に推移し、エレキギターも第３四半期には前期並みとなりましたが、第２四半期まで

の厳しい状況を回復させるまでには至りませんでした。ＡＶソフト商品も、旧譜ＣＤや名作ＤＶＤを中心に推奨販

売を強化いたしましたが、新譜に大型のヒット作品がなかったことと、前期に閉鎖した店舗の影響が重なりまし

た。 

（音楽教室事業部） 

売上高は前年同期に比べ１億31百万円（6.5％）減少し、18億75百万円となりました。音楽教室が春の新規会員

募集に苦戦したことで子供会員が減少したこと、また、鍵盤楽器は第３四半期にはピアノ販売に回復の兆しが見ら

れましたが、電子オルガンの販売が減少となりました。 

（カルチャー事業部） 

売上高は前年同期に比べ34百万円（1.9％）増加し、18億48百万円となりました。第３四半期に新設した教室に

加え、地域特性を加味した講座開発、特に京都をモチーフとした特別講座などを積極的に行うことで、関東、九州

エリアを中心に順調に推移いたしました。 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第３四半期会計期間末における総資産は、前期末に比べ４億39百万円（7.0％）減少し、58億14百万円となり 

ました。 

 流動資産は前期末に比べ３億66百万円（12.3％）減少し、26億８百万円となりました。これは主に現金及び預金

が２億91百万円（20.5％）減少したことによるものであります。 

 固定資産は前期末に比べ72百万円（2.2％）減少し、32億５百万円となりました。これは主に投資その他の資産

合計が63百万円（4.5％）減少したことによるものであります。 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末における負債合計は、前期末に比べ４億８百万円（10.5％）減少し、34億90百万円とな

りました。 

 流動負債は前期末に比べ１億74百万円（6.4％）減少し、25億32百万円となりました。これは主に支払手形及び 
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買掛金が１億５百万円（17.5％）減少したことによるものであります。 

 固定負債は前期末に比べ２億34百万円（19.6％）減少し、９億58百万円となりました。これは主に役員退職慰労

引当金が１億26百万円（58.6％）、長期借入金が94百万円（11.5％）減少したことによるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は前期末に比べ30百万円（1.3％）減少し、23億23百万円となりま

した。これは主に剰余金の配当が24百万円、その他有価証券評価差額金が12百万円（15.3％）減少となったことに

よるものであります。 

 この結果、自己資本比率は40.0％（前事業年度末は37.6％）となりました。 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、第３四半期累計での進捗は予想を下回る状況にあるものの、第４四半期において当初

から予定しております大型受注商品の納入や、消費税率引き上げ前の需要増加も見込めることから、現時点では平

成25年10月30日の「平成26年３月期第２四半期決算短信」で公表いたしました通期の業績予想を変更しておりませ

ん。 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,419,997 1,128,962

受取手形及び売掛金 184,688 161,054

商品及び製品 856,760 848,932

その他 514,975 470,568

貸倒引当金 △1,340 △1,340

流動資産合計 2,975,080 2,608,177

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 927,092 932,207

土地 777,494 777,494

その他（純額） 125,052 108,083

有形固定資産合計 1,829,639 1,817,785

無形固定資産 35,698 39,030

投資その他の資産   

投資有価証券 356,675 338,199

差入保証金 668,152 664,578

その他 423,908 381,459

貸倒引当金 △36,040 △35,130

投資その他の資産合計 1,412,696 1,349,107

固定資産合計 3,278,034 3,205,923

資産合計 6,253,114 5,814,101

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 604,252 498,751

短期借入金 582,000 730,000

1年内返済予定の長期借入金 650,104 627,557

賞与引当金 56,000 25,000

その他 814,519 651,452

流動負債合計 2,706,875 2,532,761

固定負債   

長期借入金 819,044 724,856

退職給付引当金 127,610 116,990

役員退職慰労引当金 215,340 89,230

その他 30,200 26,923

固定負債合計 1,192,195 958,000

負債合計 3,899,070 3,490,762



（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 957,000 957,000

資本剰余金 985,352 985,352

利益剰余金 334,317 316,456

自己株式 △5,303 △5,471

株主資本合計 2,271,366 2,253,337

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 82,677 70,002

評価・換算差額等合計 82,677 70,002

純資産合計 2,354,044 2,323,339

負債純資産合計 6,253,114 5,814,101



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 6,572,936 6,100,796

売上原価 3,896,439 3,580,844

売上総利益 2,676,496 2,519,951

販売費及び一般管理費 2,500,972 2,461,312

営業利益 175,524 58,638

営業外収益   

受取利息及び配当金 4,986 4,725

受取手数料 7,296 3,890

貸倒引当金戻入額 1,050 930

保険解約返戻金 － 12,618

協力一時金 － 3,080

受取補償金 4,761 －

その他 1,661 2,402

営業外収益合計 19,756 27,647

営業外費用   

支払利息 24,802 21,756

その他 675 1,448

営業外費用合計 25,478 23,205

経常利益 169,802 63,081

特別利益   

固定資産売却益 2,891 1,780

特別利益合計 2,891 1,780

特別損失   

固定資産除却損 654 326

減損損失 － 4,588

特別損失合計 654 4,915

税引前四半期純利益 172,039 59,946

法人税等 94,219 53,097

四半期純利益 77,819 6,848



  該当事項はありません。   

   

  該当事項はありません。  

   

    売上高の状況 

 当第３四半期累計期間（平成25年４月１日～平成25年12月31日）における売上高の状況を報告セグメント別に

示すと次のとおりであります。 

（報告セグメントの概要） 

 当社は、主にカルチャー教室、音楽教室の運営事業、ピアノ、管弦打楽器、楽譜等の楽器の販売、ＣＤ、ＤＶ

Ｄ等のＡＶソフトの販売を行っております。店舗事業部は主に管弦打楽器、楽譜等、楽器全般の販売及びＣＤ、

ＤＶＤ等の音楽ソフトの販売、音楽教室事業部は音楽教室の運営と主にピアノ、電子オルガン等の鍵盤楽器の販

売、カルチャー事業部はカルチャー教室の運営をそれぞれ担当し、管轄する教室又は店舗について包括的な戦略

を立案し、事業活動を展開しております。 

  したがって、当社は、サービス、販売体制を基礎とした事業部別のセグメントから構成されており、「店舗事

業部」、「音楽教室事業部」、「カルチャー事業部」の３つを報告セグメントとしております。 

  

注１）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

注２）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

４．補足情報

報告セグメントの名称 金額（百万円）   対前年同四半期増減率（％） 

     店舗事業部          2,376           △13.6 

     音楽教室事業部          1,875            △ 6.5 

     カルチャー事業部          1,848            1.9 

 合計          6,100           △ 7.2 
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